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30．甲状腺シンチグラムと超音波検査の併用

　　診断について
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　甲状腺疾患における診断は近年新らしい方法が種々実

施され，その診断能も非常に良くなって来た．

　これ等の診断法を大別すると形態的変化を追求し，そ

の病変の部位，大きさ等を知る方法と他方では血清中の

ホルモン量等を測定する事によりその機能を知る方法と

がある．

　現在では甲状腺疾患によく実施される一方法として甲

状腺シンチグラムがある．作製された甲状腺シンチグラ

ムは他の検査法と共に診断に応用されるわけであるが，

今回我々は各種の甲状腺疾患における甲状腺シンチグラ

ムと超音波検査で得られた断層像を比較し，超音波断層

像の有用性について検討を行ってみた．まず甲状腺疾患

の症例に対し甲状腺シンチグラムを作製し，欠損像を呈

せる場合にはその欠損像の部位に就いて断層像を作製し

比較を行った．

　甲状腺の腫瘤部位の超音波検査では腫瘤内部より強い

不規則な反射像を認めることが多かった，

　又他の疾患においても超音波検査を実施する事により

種々の変化即ち断面像の形態や内部における構造等種々

の知見を得る事ができたので此等について発表を行いた

い．
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　〔目的〕T3の分布およびその末梢代謝を詳細に検索

し，又T4との関係を知る目的で，1311－T：および1251－

T4の血中消失曲線をMulti－compartment法により

解析した．

　〔方法〕対象群5例，未治療甲状腺機能低下症（Hy－

po）4例，　T4およびT3投与中の患者各々3例に13ユ1－

T3および1251－T4を同時静注投与し，約2週間にわた

り経時的に採血した．血清をTCAおよびエタノールで

処理後1311および1251活性を測定し，各々の血中濃度

を片対数図表上にプロットして血中消失曲線を作成し

た．これをPeeling法により3成分に分け，又Poo11

（血液），Pool　2（間質液），Pool　3（組織）よりなる

3Pool　modelを想定した．各PoolのVolume（Vl

V2およびV3）各Pool間のRate　constantおよび

Pool　3よりのIrreversible　Ioss　rate（Zoa）をMulti－

compartment法により算出した．　V3と両3の積が

Metabolic　clearance　rate（MCR）であった．

　〔成績〕対象群のT4のMCRは1．04±0．14L／day

で従来の報告値とほぼ一致した．T3のそれは17．0土3．2

L／dayで従来の報告値に比べやや低値であった．　T3の

MCRは大部分Integration法で算出され，その際に

overestimateされている可能性が考えられた．次に，

T3の組織内分布（V3／V1十V2十V3）は対象群で56土

9％で，これはHypo群又T4又はT3投与中でもほぼ

60％に保たれた．

　一方，T4のそれは対象群で25土4％で，　Hypo群で

上昇し（43±5％），T4投与によりほぼ正常化した（32

士2％）．T4の組織内分布は血中遊離型Td濃度と有

意な逆相関を示した（r＝－0．74）．

　更に，Taの組織内分布はT4よりT3への転換率
（Kl2）と有意の正相関を示した（r　・＝＋0．67）．

　〔結論〕T3は主として細胞内ホルモンと考えられ

た．更に，組織への甲状腺ホルモンの供給にはT4が主

役を演じると考えられた．
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